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は し が き

○ この年報は、令和３年中の筑後市における消防業務に関する事項

を収録し、将来の参考に資すると共に、消防事情を紹介するために

編集したものです。

○ 統計は、原則として１月から１２月末をもって作成していますが、

一部予算の関係部分については、会計年度で収録されています。

なお、統計資料の期間は必要に応じて各表の上部に記載しています。

令和４年１０月

筑 後 市 消 防 本 部



目 次

管内情勢

○ 筑後市の概要

１．位置及び地勢 １

２．面積・人口及び世帯数 １

３．市の沿革 １

筑後市消防のあらまし

１．筑後市消防本部の沿革 ３

２．筑後市消防団の沿革 ７

３．筑後市消防組織 １２

４．筑後市災害対策本部 １３

５．筑後市消防管内配置図 １４

○ 総 務（総務）

１．消防本部事務分掌 １５

２．歴代市長 １７

３．歴代消防長 １７

４．歴代消防署長 １８

５．消防本部・消防署人員配置表 １９

６．職員の階級別年齢 ２０

７．職員の勤続年数調 ２０

８．福岡県消防学校等教養調 ２１

９．職員の特殊技能資格保有状況 ２２

10．令和２年度、令和３年度費目別消防当初予算とその比較 ２３

11．消防予算と人口・世帯数との比較 ２４

12．市一般会計と消防予算の比較 ２４

○ 総 務（消防団）

１．消防団の組織 ２５

２．歴代消防団長 ２５

３．団員の階級別定員及び実員 ２５



４．分団別団員数及び装備調 ２６

５．分団消防自動車配置表 ２６

６．団員の階級別報酬及び費用弁償 ２７

７．団員の分団別勤続年数調 ２７

８．団員の階級別年齢調 ２８

９．出動状況調 ２８

○ 警 防（警備）

施設機械

１．通信通報等施設状況 ２９

２．現有自動車調 ３０

３．消防水利の現況 ３０

○ 警 防（救急救助）

救急統計

１．救急概要 ３１

２．救急概況 ３２

３．過去５年間の救急推移 ３３

４．性別･年齢別･程度別搬送人員 ３４

５．急病における疾病分類別搬送人員 ３５

６．覚知種別出動件数 ３５

７．月別救急出動件数 ３６

８．曜日別出動件数 ３６

９．時間別出動件数 ３７

10．発生場所別搬送人員 ３７

11．出動先別救急出動件数 ３８

12．過去５年間の高速道路救急活動推移 ３８

13．救急隊員の行った応急処置件数 ３９

14．医療機関別搬送人員 ４０

15．現場到着所要時間別出動件数 ４０

16．収容所要時間別搬送人員 ４０



救助統計

１．救助概要 ４１

２．救助概況 ４１

３．事故種別出動状況 ４１

４. 過去５年間の救助推移 ４２

５．月別出動件数 ４２

６．時間別出動件数 ４３

７．性別・年齢別による救助人員 ４３

８．救出所要時間 ４４

９．救助資機材保有状況 ４４

○ 予 防（予防）

１．危険物施設現況調 ４５

２．危険物施設指定数量の倍数調 ４６

３．危険物施設類別調 ４７

４．危険物施設立入検査実施状況調 ４８

５．危険物関係手数料状況調 ４９

○ 予 防（指導）

１．建築同意事務の月別取扱件数調 ５０

２．建築同意事務の用途別取扱件数 ５１

３．消防法第７条に基づく建築同意状況調 ５２

４．防火対象物現況調 ５３

５．消防法及び火災予防条例等に基づく各種届出状況調 ５４

６．消防用設備等着工届に基づく完成検査済証交付件数調 ５５

７．防火対象物立入検査実施状況調 ５６

火災統計

１．火災概要 ５７

２．火災概況 ５８

３．火災統計総括表 ５９

４．建物用途別火災焼損棟数 ６０

５．出火原因 ６１

６．建物火災焼損程度調 ６１

７．気象別火災発生件数 ６２



８．月別日別火災発生件数 ６３

９．覚知別月別火災発生件数 ６３

10．時間別火災発生件数 ６４

11．月別出動人員・出動車両数 ６５

12．月別曜日別火災発生件数 ６６

13．年別火災発生件数 ６７

14．校区別火災発生件数 ６８



管 内 状 勢



筑後市の概要

１ 位置及び地勢

筑後市は、福岡県の南部筑後平野の中心にあり、東は八女市、北は久留米市、

西は久留米市三潴町、三潴郡大木町、柳川市、南はみやま市と境を接し、市全体

が海抜５メートルから４０メートルまでの平坦な地帯となっている。

市中央を南北に、ＪＲ鹿児島本線と国道２０９号線が平行に走り、東西には国

道４４２号線が市中央部で交差し、近年、商業施設の建設が進んでいる。また、

市の東部には九州自動車道が南北に縦断し、八女インターチェンジもあり交通の

要衝となっている。さらに、平成２３年３月の九州新幹線全線開通に伴い、市の

南部に開業した筑後船小屋駅の北側では、福岡ソフトバンクホークス２軍の本拠

地として、球場並びに関連施設が平成２８年３月に完成し、新しい観光スポット

としてにぎわいを見せている。

八女郡の山間部に端を発した矢部川が市の南部を流れ、それに沿って船小屋温

泉郷がある。この一帯は、県営筑後広域公園があり、この公園内に物産館、温泉

施設が建設され、さらに九州芸文館が開館した。

矢部川から分岐した花宗川と山ノ井川が市の中央を東西に横切り、豊富な灌漑

用水を供給して、農業の発達を促し、市の東北部には台地があり果樹や茶などの

栽培が盛んである。また、最近では企業の発展に著しいものがあり、これらに関

連した商業の進展もあり、バランスのとれた形態をなしている。

２ 面積・人口及び世帯数

（Ｒ３．１２．３１現在）

３ 市の沿革

筑後市は、昭和２９年４月１日八女郡羽犬塚町、水田村、古川村と岡山村の一

部が合併して誕生した市で、その後昭和３０年３月三潴郡西牟田町を同１２月に

八女郡下広川町の一部を吸収合併した。また、昭和３３年４月に旧西牟田町の約

半分を三潴町に分離し、現在に至っている。

藩政の頃は久留米藩の上妻、下妻の二郡に属し、本市の中心（旧羽犬塚町）は

当時、参勤交代の際、鹿児島、小倉をつなぐ九州街道（坊の津街道）の一宿場町

として栄えていた。
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明治になって廃藩置県によって久留米県となり、その後三潴県、そして明治９

年に現在の福岡県に統合され現在に至っている。

明治２２年の市町村制実施に伴って、上妻郡に羽犬塚村、古川村、岡山村、水

田村、二川村、下妻村が、三潴郡に西牟田村が誕生し、明治２９年上妻郡、下妻

郡が生葉郡の一部を加えて八女郡となる。さらに明治４１年に二川村、下妻村が

合併して水田村となったが、その際二川村の和泉が羽犬塚村に編入された。その

後大正４年に羽犬塚村、昭和２８年に西牟田村が町制施行している。

さかのぼって、明治２１年に福島（八女市）・若津（大川市）間に県道が開通

（昭和５７年４月国道４４２号に昇格）、続いて明治２４年に鹿児島本線の前身

である九州鉄道が久留米・木葉（鹿児島）間に開通、羽犬塚駅が開設された。

明治３６年には、県道を東へ山内（八女市）まで馬車軌道が開通し、大正１５

年に石油軌道となる。また西へは大正３年羽犬塚・榎津（大川市）間に三潴軌道

が開通して、筑後地方では久留米市につぐ交通、文化、経済の要所となった。

その後、石油軌道はバスや国鉄矢部線（昭和６０年３月廃止）にとかわり、昭

和４３年３月に鹿児島本線と県道八女・大川線（現県道７０６号線）が交差する

踏み切りには、九州でも唯一といわれるループ式立体交差道路が、また昭和４８

年１１月に九州自動車道が開通し、八女インターチェンジの開設で交通の要衝と

なっている。

近年では、周辺のほとんどの自治体で人口が減少するなか、筑後市の人口推移

は堅調さを維持しており、平成２３年３月に、九州新幹線筑後船小屋駅が開業し、

「県南地域の玄関口」として全国からの訪問者を迎え入れている。
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筑後市消防のあらまし

１ 筑後市消防本部の沿革

昭和４０年 ４月 政令の指定により、消防本部、消防署設置、定員２３名

（実員１７名、内１名事務吏員）ポンプ自動車１台配置

し市公民館の一部を仮庁舎として発足。

昭和４１年 ３月 消防庁舎完成、仮庁舎より移転。

所 在 地 筑後市大字山ノ井９００番地

敷地面積 ８３６平方メートル

庁舎面積 建面積 ２８０平方メートル

延面積 ７１６平方メートル

〃 ４月 職員７名を採用、定員２３名に充足

〃 １０月 水槽付消防ポンプ自動車１台を購入配置

昭和４２年 ４月 市長部局で執行していた消防団事務を消防本部へ移管。

昭和４４年 ７月 職員６名を採用、２９名に充足。

〃 ９月 政令の指定により救急業務開始、救急自動車１台配置。

〃 １２月 火災出動途上職員１名殉職、筑後市消防本部葬執行。

昭和４６年 ４月 消防指令車購入配置。

昭和４８年 ６月 消防職員３名を採用、定員３２名に充足。

〃 １１月 九州自動車道鳥栖・南関間開通に伴い日本道路公団より

救急車１台の寄贈を受けて高速道路の救急業務開始。

昭和４９年 １月 消防本部に課制設置（総務・警防の２課）

〃 ４月 職員３名を採用、３５名に充足。

昭和５０年 ３月 消防本部組織規則の一部改正に伴い、消防長の階級を消

防監又は消防司令長に改正。

〃 ９月 国際ライオンズクラブ筑後部会より広報車（ライオンズ

号）寄贈。
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昭和５１年１２月 国際ライオンズクラブ筑後部会よりバイク（７０ＣＣ）

２台寄贈

昭和５２年 ６月 潜水救助器具を購入し水難救助業務の強化を図る。

〃 １１月 消防指令車更新

昭和５３年 ９月 消防署車庫６７平方メートル増築。

昭和５４年 ７月 福岡県共済農業協同組合連合会より、救急車１台寄贈。

〃 ８月 水槽付消防ポンプ自動車１台を更新。

〃 １０月 高圧ガス（圧縮空気）容器充填室を増築。

昭和５５年 ３月 山之内製薬（株）より救急車１台寄贈。

〃 ８月 石橋工業（株）よりバイク（５０ＣＣ）１台寄贈。

昭和５６年 ４月 筑後電工より救助工作車寄贈。

昭和５７年 ２月 福岡県防災行政無線開局。

〃 ３月 消防署、車庫５１平方メートル増築。

〃 １１月 無線サイレン制御装置設置（西牟田、船小屋、馬間田）

昭和５８年 ３月 消防救急通信指令システム設置。

〃 ５月 消防本部に次長制設置。

昭和６０年 ７月 無線サイレン制御装置子局１基増設（井田）

〃 ９月 消防ポンプ自動車（ＣＤⅠ型）更新。

昭和６１年 ６月 消防団長平島氏よりワードプロセッサ１台寄贈。

昭和６２年 ２月 無線サイレン制御装置子局１基増設（久恵）

昭和６２年 ３月 非常用自家発電設備設置。

〃 １２月 福岡県共済農業協同組合連合会より、救急車１台寄贈。

平成 元年 ２月 消防指令車更新。

〃 １０月 救助器具（油圧カッター）購入配置。

〃 〃 福岡県共済農業協同組合より、救急車１台寄贈。

平成 ３年 ９月 救助器具（ハイパワースプレッダー）購入配置。
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平成 ４年 ２月 筑後市消防本部防災功労により福岡県知事表彰受賞。

〃 ４月 消防職員２名を採用、３７名に充足。

〃 １１月 救助工作車（Ⅱ型）更新。救助資機材購入配置。

平成 ５年 ３月 消防職員定数条例改正、４５名となる。

〃 〃 消防訓練場用地１，４７０㎡購入取得。

〃 ７月 財団法人日本防火協会より防火広報車寄贈。

〃 ９月 水槽付消防ポンプ自動車更新。

〃 １０月 消防職員３名を採用、４０名に充足。

平成 ６年 ３月 消防訓練場造成工事竣工。

〃 ４月 消防職員２名を採用、４２名に充足。

平成 ７年 ３月 はしご付消防ポンプ自動車購入配置。

〃 〃 署待機室増築及び車庫の改築。

〃 ４月 消防職員５名を採用、４５名に充足。

〃 〃 消防本部組織規則を改正、３課６係設置。

平成 ８年 １月 福岡県共済農業協同組合連合会より救急車１台寄贈。

〃 １０月 防災協会理事角外士氏からエチレンガス滅菌器寄贈。

平成 ９年 ２月 消防通信指令室増築。

平成１０年 ３月 消防緊急通信指令装置更新。

平成１２年 ７月 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）更新。

〃 〃 高規格救急自動車購入配置。

平成１４年１２月 消防指令車更新。

平成１７年 ７月 潜水訓練中職員１名殉職、筑後市消防本部葬執行。

〃 １０月 高規格救急自動車１台購入配置。

平成２１年 ３月 消防庁長官表彰、表彰旗受賞。

〃 １０月 エアテント一式購入配置。

平成２２年 ３月 高規格救急自動車１台購入配置。

〃 ９月 救助工作車（Ⅱ型）更新。救助資機材購入配置。
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平成２３年 ２月 （財）日本消防協会より消防団司令車交付配置。

〃 ３月 水槽付消防ポンプ自動車（水―Ⅱ型）更新。

〃 〃 消防庁舎耐震補強工事

平成２５年 ３月 消防職員定数条例改正、４７名となる。

〃 ８月 救命ボート及び船外機一式購入。

平成２６年 ４月 消防職員２名を採用、４７名に充足。

平成２７年 ９月 筑後市防災協会、他３名より公用車寄贈。

〃 １２月 筑後地域消防通信指令センター運用開始。

（職員２名派遣）

平成２８年 ９月 移動式圧縮空気充填装置購入配置。

〃 １２月 消防ポンプ自動車（水槽付、CD－Ⅰ型）更新。

平成２９年 ３月 非常用自家発電装置更新。

平成３０年 ５月 筑後ライオンズクラブよりバイク（５０CC）１台寄贈。
１１月 梯子車（MLLAH５－３０WG型）更新。

平成３１年 ２月 高規格救急自動車（日産パラメディック）更新。

４月 消防職員定数条例改正、４９名となる。

令和 ２年 ４月 消防職員２名を採用、４９名に充足。

令和 ３年 １月 指揮車（３BF－TRH２２６K型）更新。
３月 高規格救急自動車（トヨタハイエース）更新。
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２ 筑後市消防団の沿革

昭和２９年 ４月 羽犬塚、水田村、古川村、岡山村の町村合併により市政

施行と同時に筑後市消防団を編成１，７００名で発足。

昭和３０年 ３月 西牟田町消防団を筑後市消防団に編入。

〃 ５月 町村合併後、機械の整備強化を図る。

第一分団（羽犬塚）に三輪ポンプ車を購入配置。

第二分団（山ノ井）に消防ポンプ車 〃

第三分団（熊 野）に三輪ポンプ車 〃

第四分団（久 恵）に 〃 〃

第五分団（船小屋）に 〃 〃

第六分団（井田上）に 〃 〃

第七分団（下富久）に 〃 〃

〃 ６月 第一次機構改革により、機械装備の充実強化を図り、団

員数１，７００名を９１５名に整備し、１１個分団を編

成。

〃 １２月 広川町消防団の一部（一条）を筑後市消防団に編入。

昭和３２年 ４月 第二次機構改革により団員数９１５名を６０４名とし、

１１個分団を８個分団に編成。

〃 １１月 第二分団（和泉中）に三輪ポンプ車を購入配置。

昭和３５年 ４月 水防管理団体に指定。

昭和３７年 １月 日本消防協会より、竿頭綬受章。

〃 ２月 第一分団（羽犬塚）に消防ポンプ自動車を購入配置。

〃 ３月 消防専用無線装置、基地局市役所、移動局２分団１号車

に設置。

昭和３８年 ３月 第六分団（水田）に消防ポンプ自動車を購入配置。

〃 ４月 第三次機構改革により団員定数６０４名を３５２名に

改正。

昭和３９年 １月 第八分団（西牟田）に消防ポンプ自動車を購入配置。

〃 ２月 日本消防協会より表彰旗受賞。

〃 〃 火災現場出場途上の事故により団員２名殉職、筑後市葬

執行。
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昭和４０年 ４月 第四次機構改革により団員数３５２名を３４９名とし、

分団数８個分団を７個分団に整備。

〃 ９月 第五分団（馬間田）に消防ポンプ自動車を購入配置。

昭和４１年 ４月 第七分団（下富久）に損害保険協会より消防ポンプ自動

車を寄贈配置。

昭和４２年 ４月 第五分団（船小屋）に小型ポンプ積載車を購入配置。

昭和４３年 ４月 第一分団（前津）と第三分団（熊野）に小型ポンプ積載

車購入配置。

昭和４４年 ５月 第二分団（和泉）と第六分団（井田）に小型ポンプ積載

車購入配置。

昭和４７年 １月 福岡県消防協会より表彰旗受章。

〃 〃 福岡県知事より表彰状受章。

昭和４８年１０月 第一分団（羽犬塚）消防ポンプ自動車更新。

昭和４９年１０月 第三分団（西牟田）消防ポンプ自動車更新。

昭和５０年 ３月 日本消防協会より竿頭綬授章受章。

〃 ９月 第六分団（水田）消防ポンプ自動車更新。

昭和５２年 ８月 第五分団（馬間田）消防ポンプ自動車更新。

昭和５３年 ８月 第四分団（久恵）消防ポンプ自動車更新。

〃 １０月 第一分団（前津）車庫落成。

昭和５３年１０月 第二分団（山ノ井）に日本損害保険協会より消防ポンプ

自動車を寄贈配置。

昭和５４年 ４月 第二分団（和泉）車庫落成。

〃 ９月 第七分団（下富久）消防ポンプ自動車更新。

昭和５５年 ４月 第六分団（水田）車庫落成。

〃 ９月 第五分団（船小屋）消防ポンプ自動車更新。

〃 １０月 第一分団（前津）小型ポンプ積載車更新。

〃 〃 第五分団（馬間田）車庫落成。
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昭和５６年 ８月 第三分団（熊野）小型ポンプ積載車更新。

〃 １２月 第二分団（和泉）小型ポンプ積載車更新。

昭和５７年 ３月 第二分団（山ノ井）車庫落成。

〃 １０月 第六分団（井田）車庫落成。

〃 〃 第六分団（井田）小型ポンプ積載車更新。

昭和５８年１０月 第七分団（下富久）車庫落成。

〃 〃 第一分団（羽犬塚）消防ポンプ自動車を更新。

昭和５９年 ８月 日本消防協会より消防指令広報車寄贈。

〃 ９月 第三分団（西牟田）消防ポンプ自動車更新。

〃 １２月 第三分団（熊野）車庫落成。

昭和６０年 ９月 第五分団（船小屋）車庫落成。

昭和６１年 ９月 第六分団（水田）消防ポンプ自動車更新。

昭和６２年 ９月 第五分団（馬間田）消防ポンプ自動車更新。

平成 元年 ３月 第四分団（久恵）消防ポンプ自動車更新。

〃 ９月 第二分団（山ノ井）消防ポンプ自動車更新。

平成 ２年 ９月 第七分団（下富久）消防ポンプ自動車更新。

平成 ３年 ３月 第三分団（西牟田）車庫落成。

平成 ３年 ９月 第五分団（船小屋）消防ポンプ自動車更新。

平成 ４年 ２月 筑後市消防団防災功労により福岡県知事表彰受章。

〃 ３月 第二分団（山ノ井）車庫落成。

〃 ８月 筑後市消防団防災功労により消防庁長官表彰受章。

平成 ５年 １月 第一分団（前津）小型ポンプ積載車更新。

〃 〃 第三分団（熊野）小型ポンプ積載車更新。

平成 ６年１０月 第二分団（和泉）小型ポンプ積載車更新。

〃 〃 第六分団（井田）小型ポンプ積載車更新。

－ 9 －



平成 ７年 ９月 第六分団（水田）車庫落成。

平成 ９年１２月 筑後ロータリークラブより広報車寄贈。

平成１１年 ６月 第一分団（羽犬塚）消防ポンプ自動車更新。

〃 〃 第三分団（西牟田）消防ポンプ自動車更新。

平成１３年 ８月 第五分団（馬間田）消防ポンプ自動車更新。

〃 〃 第六分団（水田）消防ポンプ自動車更新。

平成１４年１０月 第一分団（羽犬塚）車庫落成。

平成１５年 ４月 女性消防団発足。

６月 第二分団（和泉）車庫落成。

平成１８年 ５月 元団長および現職団長より広報車寄贈。

〃 １２月 第七分団（若菜）車庫落成。

平成１９年 ３月 第五分団（馬間田）車庫落成。

平成２１年 １月 福岡県消防協会より表彰旗受章。

〃 ３月 消防庁長官表彰、表彰旗受賞。

平成２１年１０月 第１９回全国女性消防操法大会出場。

平成２３年 ２月 日本消防協会より司令車を交付。

〃 ３月 総務省消防庁より救助資機材搭載型車両貸与。

〃 ６月 第一分団（一条）車庫落成。救助資機材搭載型車両配備。

平成２４年 ３月 第二分団（山ノ井）消防ポンプ自動車更新。

〃 〃月 第四分団（久恵）消防ポンプ自動車更新。

〃 １０月 筑後市消防団協力事業所認定制度導入。

〃 １１月 水防功労者国土交通大臣表彰受賞。

平成２５年 １月 第五分団（船小屋）消防ポンプ自動車更新。

〃 〃月 第七分団（若菜）消防ポンプ自動車更新。

〃 ７月 第四分団（久恵）車庫落成。

〃 ９月 防災功労者内閣総理大臣表彰受賞。
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平成２６年 ４月 団員定数を３４９名から３５６名に改正。

〃 ７月 第一分団（前津）車庫落成

〃 １２月 第一分団（前津）消防ポンプ自動車更新。

平成２７年１０月 第三分団（熊野）小型ポンプ自動車更新。

平成２８年 ９月 第六分団（井田）小型ポンプ積載車更新。

〃 １２月 団長、副団長、他個人１名より団旗寄贈。

平成２９年１１月 第２分団（和泉）消防ポンプ自動車更新。

令和 元年１１月 第１分団（羽犬塚）消防ポンプ自動車更新。

令和 ２年 ２月 第３分団（西牟田）総務省消防庁より救助資器材搭載型消防ポ

ンプ自動車貸与。
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３　筑後市消防組織

名　　　　称 位　　　　　　　置 管轄区域

筑 後 市 消 防 本 部

（筑後市消防署）

市　長

消防本部 消防署

消防長 消防署長

消防副署長
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筑 後 市 大 字 山 ノ 井 ９ ０ ０ 番 地 筑後市一円

団

長
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分
団
長総
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予

防
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第
一
小
隊

第
二
小
隊

同　
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消
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急
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団
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兼
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救
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隊
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子
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兼

務

第
一
分
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一
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（
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塚
）

第
一
分
団
二
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（
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津
）

第
一
分
団
三
号
車　

（
蔵　

数
）

第
二
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団
一
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（
山
ノ
井
）
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二
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）
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（
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）
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）
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（
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）

第
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（
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）

第
五
分
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車　

（
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屋
）

第
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分
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一
号
車　

（
水　

田
）

第
六
分
団
二
号
車　

（
井　

田
）

第
七
分
団
一
号
車　

（
若　

菜
）



副市長、教育長、消防長
※市立病院理事長

４　筑後市災害対策本部

総務部長、市民生活部長、教育委員会次長

建設経済部長、議会事務局長、道路課長

水路課長、※消防団長、※市立病院事務局長

※市立病院総務課長、※社会福祉協議会事務局長

福岡県 総合対策部 庶務班

人事班
　　部長　　総務部長

調査班
　　副部長　議会事務局長

広報・情報班

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ班

救護班

本部長 副本部長 民生対策部 防疫班

（市長） 　 副市長 　　部長　　市民生活部長 要援護者
支援班

　 教育長 　　副部長　教育委員会次長
医療班

　 消防長
技術班

※市立病院理事長
技術対策部 農林班

　　部長　　建設経済部長 商工班

　　副部長　道路課長
            水路課長

資材班

上下水道班

消防対策部 消防班

　　部長　　消防長（兼任）

本 部 長 市　　　長
本部会議

副 本 部 長

本　部　員
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※消防団長、市
立病院（理事
長、事務局長、
総務課長）社会
福祉協議会事務
局長は必要に応
じて招集する。



５ 筑後市消防管内配置図
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総 務（総 務）



１ 消防本部事務分掌

総 務 課

総 務 担 当

１．職員の任免、分限、懲戒その他身分に関すること。

２．職員の勤務配置及び服務規制に関すること。

３．消防に関する例規の制定、改廃及び整備に関すること。

４．公印の管守及び公文書の収発取扱に関すること。

５．庁舎等諸施設及び一般備品の維持管理に関すること。

６．職員の公務災害補償に関すること。

７．その他、他の課係の分掌に属さないこと。

消 防 団 担 当

１．消防団の人員組織に関すること。

２．消防団の予算及び経理に関すること。

３．消防団の教養訓練に関すること。

４．消防団の消防機械器具の整備に関すること。

５．消防協会事務に関すること。

警 防 課

警 備 担 当

１．警防課の庶務に関すること。

２．消防施設整備計画に関すること。

３．地理水利に関すること。

４．消防訓練に関すること。

５．水防に関すること。

６．消防機械器具の整備保管に関すること。

７．消防気象及び消防情報に関すること。

８．通信施設の整備保管に関すること。

９．消防相互応援協定に関すること。

救 急 救 助 担 当

１．救急救助業務に関すること。

２．救急救助統計に関すること。

３．救急救助訓練に関すること。
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４．救急救助機材の整備保管に関すること。

５．救急救助の指導者育成に関すること。

６．応急手当普及啓発に関すること。

７．救急医療機関の連絡調整に関すること。

予 防 課

予 防 担 当

１．予防課の庶務に関すること。

２．行政手続法（平成５年法律第８８号）に関すること。

３．危険物の規制に関すること。

４．危険物施設の立入検査及び指導に関すること。

５．少量危険物及び指定可燃物の届出に関すること。

６．圧縮アセチレンガス等の貯蔵、取扱の届出に関すること。

７．液化石油ガス等の届出及び販売事業許可の意見書の交付に関すること。

８．火災予防の計画及び調整に関すること。

９．危険物の火災予防に関すること。

10．防災協会の育成指導に関すること。

指 導 担 当

１．建築同意事務に関すること。

２．消防用設備等の設置、維持及び指導に関すること。

３．防火対象物の立入検査及び指導に関すること。

４．防火管理者の育成指導に関すること。

５．防火思想の普及宣伝に関すること。

６．消防広報に関すること。

７．旅館、ホテル等の意見書の交付に関すること。

８．防火対象物に係る表示及び公表に関すること。

９．防炎処理の指導に関すること。

10．屋外の火災予防措置に関すること。

11．消防設備士会及び幼少年婦人防火クラブの育成指導に関すること。

12．火災原因調査及び損害調査に関すること。

13．火災統計に関すること。

14．即時通報に関すること。
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２ 歴代市長

３ 歴代消防長
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氏 名 就任年月日 退任年月日 在職期間

初代 下 川 秀 樹 昭和 29 年 5 月 18 日 昭和 41 年 5 月 15 日 12 年 0 月

二代 田 中 八 千 男 昭和 41 年 5 月 16 日 昭和 49 年 5 月 15 日 8 年 0 月

三代 中 尾 義 昭 昭和 49 年 5 月 16 日 昭和 57 年 5 月 15 日 8 年 0 月

四代 田 中 虎 市 昭和 57 年 5 月 16 日 昭和 61 年 5 月 15 日 4 年 0 月

五代 近 藤 廣 康 昭和 61 年 5 月 16 日 平成 元年10月28日 3 年 5 月

六代 馬 場 淳 次 平成 元年 12 月 3 日 平成 13 年 12 月 2 日 12 年 0 月

七代 桑 野 照 史 平成 13 年 12 月 3 日 平成 21 年 12 月 2 日 8 年 0 月

八代 中 村 征 一 平成 21 年 12 月 3 日 平成 29 年 12 月 2 日 8 年 0 月

九代 西 田 正 治 平成 29 年 12 月 3 日 在 職 中

氏 名 就任年月日 退任年月日 在職期間

初代 河 野 在 文 昭和40年 4月 1日 昭和 52 年 5 月 19 日 12 年 1 月

二代 目 野 多 一 昭和52年 5月 20日 昭和 53 年 3 月 １日 9月

三代 森 基 一 昭和53年 3月 2日 昭和 58 年 4 月 30 日 5 年 2 月

四代 木 本 保 男 昭和58年 5月 1日 昭和 61 年 4 月 30 日 3 年 0 月

五代 田 中 益 穂 昭和61年 5月 1日 昭和 63 年 6 月 30 日 2 年 2 月

六代 木 本 和 行 昭和63年 7月 1日 平成 ７年 3月 31 日 6 年 9 月

七代 島 上 寛 治 平成 ７年 4月 1日 平成 11 年 3 月 31 日 4 年 0 月

八代 荒 木 邦 彦 平成11年 4月 1日 平成 14 年 8 月 31 日 3 年 5 月

九代 松 藤 元 平成14年 9月 1日 平成 16 年 3 月 31 日 1 年 7 月

十代 堤 秀 信 平成16年 4月 1日 平成 22 年 3 月 31 日 6 年 0 月

十一代 井 寺 藤 彦 平成22年 4月 1日 平成 23 年 3 月 31 日 1 年 0 月

十二代 佐 野 末 廣 平成23年 4月 1日 平成 25 年 3 月 31 日 2 年 0 月

十三代 吉 武 浩 治 平成25年 4月 1日 令和 2年 3月 31 日 7 年 0 月

十四代 田 中 博 文 令和 ２月 4月 １日 在 職 中



４ 歴代消防署長

－ 18 －

氏 名 就任年月日 退任年月日 在職期間

初代 河 野 在 文 昭和40年 4月 1日 昭和 52 年 5 月 19 日 12 年 1 月

二代 森 基 一 昭和 52 年 5 月 20 日 昭和 58 年 4 月 21 日 5年 11月

三代 田 中 益 穂 昭和 58 年 4 月 22 日 昭和 61 年 4 月 30 日 3 年 1 月

四代 木 本 和 行 昭和61年 5月 1日 平成 5年 3月 31日 7年 11月

五代 島 上 寛 治 平成 5年 4月 1日 平成 10 年 9 月 30 日 5 年 6 月

六代 荒 木 邦 彦 平成 10 年 10 月 1 日 平成 14 年 8 月 31 日 3 年 11 月

七代 松 藤 元 平成14年 9月 1日 平成 16 年 3 月 31 日 1 年 7 月

八代 堤 秀 信 平成16年 4月 1日 平成 22 年 3 月 31 日 6 年 0 月

九代 井 寺 藤 彦 平成22年 4月 1日 平成 23 年 3 月 31 日 1 年 0 月

十代 佐 野 末 廣 平成23年 4月 1日 平成 25 年 3 月 31 日 2 年 0 月

十一代 吉 武 浩 治 平成25年 4月 1日 令和 2年 3月 31 日 7 年 0 月

十二代 田 中 博 文 令和 ２年 4月 １日 在 職 中



監 司令長 司令 司令補 士長 副士長消防士
事務
職員

計

1 3 10 25 1 9 49

1 3 10 25 1 9 49

1 1

課 長 1 1

総 務 担 当 係 長 1 1

総 務 担 当 1 3 1 1 6

消防団担当係長 1 1

消 防 団 担 当 4 1 5

課 長 1 1

警 備 担 当 係 長 1 1

警 備 担 当 1 5 1 7

救急救助担当係長 1 1

救 急 救 助 担 当 5 3 8

指 令 セ ン タ ー 1 1 2

課 長 1 1

予 防 担 当 係 長 1 1

予 防 担 当 1 4 5

指 導 担 当 係 長 1 1

指 導 担 当 3 3 6

1 3 10 25 1 9 49

1 1

1 1

小 隊 長 6 6

第 １ 分 隊 7 1 8

第 ２ 分 隊 6 4 10

第 １ 救 急 分 隊 1 7 2 10

第 ２ 救 急 分 隊 (7) 7

救 助 工 作 分 隊 1 4 1 2 8

2 1 3

1 1 2

５　消防本部・消防署人員配置表

（Ｒ4．３．３１現在）

勤務別　　　　　階級

実　　　員

計

消防長

計

署　　　長

副　署　長

日勤者

指令センター

　　　　　　　※　消防署職員は消防本部職員と兼務しています。

　　　　　　　※ 　第２救急分隊の( )は第１分隊と兼務しています。

－ 19 －

総　

務　

課

警　

防　

課

予　

防　

課

第
一
・
第
二
小
隊

消　
　
　
　

防　
　
　
　

本　
　
　
　

部

消　
　
　

防　
　
　

署



　年齢　　階級

57
54
50
49
48
47
46
45
44
43
42
41
40
38
37
36
35
34
33
32
31
30
28
27
26
24
23
21
20

計

平均年齢

勤続年数　　階級

５年未満

５年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上25年未満

25年以上30年未満

30年以上

計

６　職員の階級別年齢
　　　（Ｒ4．３.３１現在）

監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士 計

1 1
1 1
1 1 1 3

1 1
1 1
1 1

1 1 2
3 3
1 1 2
2 2
1 1

2 2
2 2
2 2
2 2
1 1
2 2
5 5
1 1
2 2
1 1
1 1 2
1 1

1 1
2 2
2 2
1 1
1 1
1 1

0 1 3 10 25 1 9 49

57 50 49.7 27.9 50.0 24.6 37.6

７　職員の勤続年数調
　　　（Ｒ4．３．３１現在）

監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士 計

7 7

4 2 6

15 15

3 3

5 5

2 5 2 1 10

1 1 1 3

1 3 10 25 1 9 49

－ 20 －



８ 福岡県消防学校等教養調 （Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１）

－ 21 －

教養科目 委託年月日 教育日数 受講者数

第５０回

初級幹部科（Ｂ）

令和 ３年 ８月１６日

令和 ３年 ８月２７日
１０ １

第１５回

はしご自動車等教育

令和 ３年 ９月１３日

令和 ３年 ９月１６日
４ １

第３７回

救助科

令和 ３年 ９月２９日

令和 ３年１０月２６日
２０ ２

第１５回

警防実務研修

令和 ３年１１月 ８日

令和 ３年１１月１２日
５ １

第１７回

危険物科

令和 ３年１１月１５日

令和 ３年１１月１９日
５ １

第１０回

特殊災害科

令和 ３年１２月 ２日

令和 ３年１２月１０日
７ １

第１４回

初級幹部科（Ａ）

令和 ３年１２月１３日

令和 ３年１２月１７日
５ １



階級 司令長 司 令 司令補 士 長 副士長 消防士 計

1 3 3 7 2 16

1 3 10 25 1 9 49

大型 一 種 1 2 7 18 1 29

中型 ～ １ １ ｔ 6 4 10

準中型 ～７．５ｔ 0

普通（Ａ） ８ ｔ 限 定 1 3 1 5

普通（Ｂ） ５ ｔ 限 定 2 2

普通（Ｃ） 3.5ｔ限 定 3 3

1 6 13 1 2 23

2 1 3

2 1 1 4

1 2 7 16 1 1 28

4 8 1 13

1 6 29 1 11 48

消 防　 甲 種 2 10 12

設備士 乙 種 4 4 8

1 1

4 16 1 3 24

4 16 1 2 23

5 10 2 17

1 4 1 6

3 6 9

９　職員の特殊技能資格保有状況

（Ｒ4．３．３１現在）

資格別

救 急 救 命 士

救 急 標 準 課 程 ・ 救 急 科

第三級陸上特殊無線技士

主 任 無 線 従 事 者

水 上 安 全 救 助 員

潜 水 士

小 型 船 舶 操 縦 士

危 険 物 取 扱 者 ・ 乙 種

第 1 種 衛 生 管 理 者

小型移動式クレーン技能

玉 掛 け 技 能

防 火 査 察

消 防 用 設 備 等

危 険 物

－ 22 －

自

動

車

免

許

予
防
技
術
資
格
者

そ　

の　

他　

の　

資　

格　



款　項　目

消    防    費

１．常備消防費

２．非常備
　　　消防費

３．消防施設費

10　令和2年度、令和3年度費目別消防当初予算とその比較

　（単位：千円）

節 令和３年度 令和２年度 増減（△）

494,480 604,933 △ 110,453

400,641 453,756 △ 53,115

　２．給　　　　　　　料 180,643 177,135 3,508

　３．職  員  手  当  等 126,330 125,960 370

　４．共　　　済　　　費 63,397 65,398 △ 2,001

　７．報　　　償　　　費 20 20 0

　８．旅　　　　　　　費 684 733 △ 49

  ９．交　　　際　　　費 35 35 0

１０．需　　　用　　　費 14,538 15,810 △ 1,272

１１．役　　　務　　　費 2,193 2,217 △ 24

１２．委　　　託　　　料 4,834 4,420 414

１３．使用料及び賃借料 373 382 △ 9

１４．工事請負費 0 3,520 △ 3,520

１７．備  品  購  入  費 3,713 53,581 △ 49,868

１８．負　担　金　補　助 3,848 4,025 △ 177

　　　及　び　交　付　金

２６．公　　　課　　　費 33 520 △ 487

56,627 58,787 △ 2,160

　１．報　　　　　　　酬 17,129 17,129 0

　５．災  害  補  償  費 1,000 1,000 0

　７．報　　　償　　　費 9,000 9,000 0

　８．旅　　　　　　　費 13,166 13,172 △ 6

　９．交　　　際　　　費 10 10 0

１０．需　　　用　　　費 4,039 6,781 △ 2,742

１１．役　　　務　　　費 871 690 181

１２．委　　　託　　　料 0

１３．使用料及び賃借料 265 264 1

１４．工  事  請  負  費 0 491 △ 491

１７．備  品  購  入  費 1,159 445 714

１８．負　担　金　補　助 9,601 9,594 7

　　　及　び　交　付　金

２６．公　　　課　　　費 387 211 176

35,748 91,950 △ 56,202

１０．需　　　用　　　費 912 1,218 △ 306

１１．役　　　務　　　費 1,007 1,039 △ 32

１２．委　　　託　　　料 1,619 2,774 △ 1,155

１４．工  事  請  負  費 65 65

１７．備  品  購  入  費 19,954 0 19,954

１８．負　担　金　補　助 12,178 86,919 △ 74,741

　　　及　び　交　付　金

２６. 公　　　課　　　費 13 0 13

－ 23 －



４．水防費

消　防　費

（千円） 人　　口　

令和2年度 604,933 49,470人

令和3年度 494,480 49,280人

当 初 予 算

決 算

当 初 予 算

決 算

1,464 440 1,024

　３．職　員 手　当　等 50 50 0

１０．需　　　用　　　費 86 63 23

１１．役　　　務　　　費 1 1 0

１３．使用料及び賃借料 0

１４．工　事　請　負　費 1,000 1,000

１５．原　 材　 料　 費 327 326 1

１1　消防予算（当初）と人口・世帯数との比較

人 口 １ 人 当 り １ 世 帯 当 り

１人当り 世帯数 １世帯当り

12,228円 20,140 30,036円

10,034円 20,285 24,377円

１2　市一般会計予算と消防予算との比較

　（単位：千円）

Ａ Ｂ

一 般 会 計 消 防 費 （B/A×100）比率

(千円) (千円)

19,220,000 604,933 3.1%

24,801,556 604,618 2.4%

20,180,000 494,480 2.5%

23,973,252 407,109 1.7%

年　度　別

年　度　別

令和2年度

令和3年度

－ 24 －



総 務（消防団）



１ 消防団の組織

２ 歴代消防団長

３ 団員の階級別定員及び実員 （Ｒ４．３．３１現在）

－ 25 －

氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 在職期間

初代 木下芳太郎 昭和２９年４月１日 昭和３０年３月３１日 １年

ニ代 古賀金太郎 昭和３０年４月１日 昭和３２年３月３１日 ２年

三代 中 尾 清 次 昭和３２年４月１日 昭和４２年３月３１日 １０年

四代 緒 方 匠 昭和４２年４月１日 昭和５２年３月３１日 １０年

五代 山 口 昭 司 昭和５２年４月１日 昭和５８年３月３１日 ６年

六代 平 島 直 吉 昭和５８年４月１日 平成 ９年３月３１日 １４年

七代 大 靍 洋 海 平成 ９年４月１日 平成１５年３月３１日 ６年

八代 角 一 德 平成１５年４月１日 在職中

階

級

団

長

副
団
長

分
団
長

副
分
団
長

部

長

班

長

団

員
計

定 員 １ ３ ７ ８ １４ ５５ ２６６ ３５４

実 員 １ ３ ７ ８ １４ ５５ ２６６ ３５４

うち女性団員

１名

うち女性団員

３名

うち女性団員

18名

団 長

副団長

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団

団
本
部



４ 分団別団員数及び装備調 （Ｒ４．３．３１現在）

５ 分団消防自動車配置表 （Ｒ４．３．３１現在）

－ 26 －

階

級

分
団
名

団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

計

装 備

ポンプ車
小型動力

積 載 車

小型動力

ポンプ
計

本 部 １ ３ ０ ０ １ ３ １８ ２６ １ ０ １ ２

１ １ ２ ３ ６ ３８ ５０ ２ １ １ ４

２ １ １ ２ ６ ３１ ４０ ２ ０ １ ３

３ １ １ ２ ８ ３８ ５２ １ １ １ ３

４ １ １ １ ７ ３０ ４１ １ ０ ４ ４

５ １ １ ２ ９ ４７ ６０ ２ ０ ２ ６

６ １ １ ２ ８ ３３ ４５ １ １ ０ ２

７ １ １ １ ８ ３１ ４２ １ ０ ０ １

計 １ ３ ７ ８ １４ ５５ ２６６ ３５４ １１ ３ １０ ２５

分団名 自 動 車 名 ポンプ名 年式 定員

団本部 三 菱 モ リ タ Ｈ１２ ５

第１分団

トヨタ・ダイナ モ リ タ Ｒ １ ８

トヨタ・ダイナ モ リ タ Ｈ２６ ８

イスズ（救助資機材搭載型車両） トーハツ Ｈ２２ ６

第２分団
日 野 モ リ タ Ｈ２４ ８

トヨタ モ リ タ Ｈ２９ ８

第３分団
三 菱 モ リ タ Ｒ ２ ８

日産（小型積載） ラビット Ｈ２７ ６

第４分団 日 野 モ リ タ Ｈ２４ ８

第５分団
三 菱・キャンター モ リ タ Ｈ１３ ８

トヨタ・ダイナ モ リ タ Ｈ２５ ８

第６分団
トヨタ モ リ タ Ｒ ３ ８

日産（小型積載） ラビット Ｈ２８ ６

第７分団 トヨタ・ダイナ モ リ タ Ｈ２５ ８



６ 団員の階級別報酬及び費用弁償 （Ｒ４．３．３１現在）

７ 団員の分団別勤続年数調 （Ｒ４．３．３１現在）

－ 27 －

区 分 階 級 別 金 額 備 考

報

酬

団 長 ３８５，０００円 年 額

副 団 長 ２６９，５００円 〃

分 団 長 ２１１，７５０円 〃

副 分 団 長 ７７，０００円 〃

部 長 ６９，３００円 〃

班 長 ４６，２００円 〃

団 員 ３８，５００円 〃

費

用

弁

償

夜 警 手 当 ２，５００円 団員一人につき１回

災害出動手当 ２，０００円 〃

整備点検手当 ２，０００円 〃

防火週間出動手当 ２，０００円 〃

訓練手当
管 内 ２，０００円 日 額

管 外 ５，５００円 〃

出 初 式 手 当 １，０００円 団員１人につき

階 級

年 数

団

本

部

第
１
分
団

第
２
分
団

第
３
分
団

第
４
分
団

第
５
分
団

第
６
分
団

第
７
分
団

計

５年未満 12 17 10 12 12 23 9 13 108

５年以上１０年未満 ４ 16 7 11 13 14 9 12 86

１０年以上１５年未満 1 8 11 12 8 11 12 9 72

１５年以上２０年未満 5 5 5 6 3 9 9 2 44

２０年以上２５年未満 0 3 4 6 3 1 5 4 26

２５年以上３０年未満 0 1 3 3 0 1 1 2 11

３０年以上 4 0 1 0 1 1 0 0 7

計 26 50 41 51 40 60 45 42 354



８ 団員の階級別年令調 （Ｒ４．３．３１現在）

９ 出動状況調 （Ｒ２．１．１～Ｒ３．１２．３１）

－ 28 －

団

長

副
団
長

分
団
長

副
分
団
長

部

長

班

長

団

員
計

２０才未満 0 0 0 0 0 0 0 0

２０才以上２５歳未満 0 0 0 0 0 1 9 10

２５ 〃 ３０ 〃 0 0 0 0 0 0 19 19

３０ 〃 ３５ 〃 0 0 0 0 1 3 44 47

３５ 〃 ４０ 〃 0 0 0 1 3 25 62 91

４０ 〃 ４５ 〃 0 0 2 2 5 17 53 79

４５ 〃 ５０ 〃 0 0 2 3 4 8 47 64

５０ 〃 ５５ 〃 0 1 1 1 2 1 23 29

５５ 〃 ６０ 〃 0 0 0 1 0 1 10 12

６０ 〃 ６５ 〃 0 2 0 0 0 0 0 2

６５歳以上 1 0 0 0 0 0 0 1

計 1 3 7 8 14 56 267 354

区分

分団名

火 災 訓 練 夜 警

回数 人員 回数 人員 回数 人員

本 部 12 60 9 99 3 32

第１分団 12 241 5 52 3 112

第２分団 10 112 5 56 3 67

第３分団 9 130 10 141 3 83

第４分団 9 44 7 86 3 36

第５分団 12 126 10 120 3 81

第６分団 14 141 12 108 3 49

第７分団 8 106 8 155 3 67

計 940 848 563



警 防（警 備）

施 設 機 械



１ 通信通報等施設状況 （Ｒ４．３．３１現在）

－ 29 －

種 別 個 数 備 考

消防緊急通信

指令装置

１ 式

指令装置

表示盤

無線統制台

支援情報検索処理装置

指令電送装置

地図等検索装置

車両動態管理装置

気象観測装置

指令設備付属装置

監視用ＩＴＶＣ装置

構内自動電話交換機

耐電トランス

サイレン吹鳴装置

発動発電機

サイレン

吹鳴装置

親局 １

消防無線施設

（陸上移動

局）

卓上型 １ 筑後本部（通信室）

車載型 １０

筑後指揮１（指揮車） 筑後救急１（救急１号車）

筑後ポンプ１（１号車） 筑後救急２（救急２号車）

筑後タンク１（２号車） 筑後救急３（救急３号車）

筑後救助１（工作車） 筑後司令１（団司令車）

筑後梯子１（梯子車） 筑後１（広報車）

可搬型 １ 筑後可搬１（指揮車）

携帯型 １３ 筑後携帯１～１３

署活系 ２８

（400MHz
帯）

筑後署活１～２８

防災・行政情報

通信ネットワーク

防災情報端末装置 通信室

専用電話機 １ 通信室



２ 現有自動車調 （Ｒ４．３．３１現在）

３ 消防水利の現況 （Ｒ４．３．３１現在）

－ 30 －

車 両 名 製作社名 年 式 排 気 量 乗車定員 車 令 備 考

ポンプ車 日 野 Ｈ２８ 4000cc ５人 ６年

タンク車 日 野 Ｈ２３ 6400cc ６人 １１年

工作車 日 野 Ｈ２２ 6400cc ５人 １２年

梯子車 日 野 Ｈ３０ 8860cc ６人 ４年

救急車１ トヨタ Ｒ２ 2690cc ７人 ２年

救急車２ 日 産 Ｈ３０ 2480cc ７人 ４年

救急車３ トヨタ Ｈ２２ 2690cc ７人 １２年

指揮車 トヨタ Ｒ２ 2690cc ５人 ２年

団広報車 ダイハツ Ｈ１８ 1290cc ５人 １６年

団司令車 三菱 Ｈ２３ 2970cc ７人 １１年

プリウス トヨタ Ｈ２７ 1790 ㏄ ５人 ７年

資機材搬

送車
トヨタ Ｒ3 2000cc ３人 １年

予備ポン

プ車
三菱 Ｈ１2 5240cc ５人 ２２年

水利種別 消火栓 防火水槽 井 戸 溜池等

個 数 ３８１ １３４ ５ ３



警 防（救急救助）

救 急 統 計



－31－

１ 救急概要

（１）出動件数および搬送人員等の状況

令和３年の出動件数は１，８６０件、搬送人員は１，７７７人でした。

前年と比較してみると、出動件数は２４件（１．３％）の減少、搬送人員は

２人（０．１％）減少しています。１日平均５．１件の割合で救急隊が出動し、

市民の２８人に１人が救急隊によって搬送されたことになります。

また、不搬送件数は８８件でした。

（２）事故種別出動状況

事故種別ごとの出動件数は、急病１，１９１件（６４．０％）、一般負傷２６４件

（１４．２％）、転院搬送２２３件（１２．０％）、交通事故１２０件（６．５％）で

あり、この上位４種別で全体の９７％を占めています。これを前年と比較すると、

急病で２５件の増加、一般負傷で３件の減少、転院搬送で３１件の減少、交通事故で

２０件の減少となっています。

（３）傷病程度別年齢別搬送状況

傷病程度別に見ると、搬送人員１，７７７人のうち、死亡４１人（２．３％）、重

症２４５人（１３．８％）、中等症６６２人（３７．３％）、軽症８２９人（４６．

７％）となっています。

また、年齢別に見ると６５歳以上の高齢者が１，１１０人と全体の６２．５％を占

めています。

（４）高速道路出動状況

高速道路の出動件数は０件で、前年と比較すると１件の減少なっています。また、

搬送人員は０人で、前年と比較すると１人の減少となっています。

（５）応急手当普及啓発状況

傷病者の救命率を上げるには、バイスタンダー（現場付近に居合わせた人）の行う

応急処置が重要です。そこで、筑後市消防本部では国が基準を定める救命講習と、一

般的な救急講習を開催しています。令和３年の応急手当講習会は３３回開講、人員で

７５７名の方々が受講しています。



　　　　　　　　　　△＝減　　　　　　　　　

令和３年 令和２年 前   年   比

1,860 1,884 △ 24

1,772 1,769 3

1,777 1,779 △ 2

5 0 △６

0 0 0

2 2 0

120 140 △ 20

21 17 4

13 10 3

264 267 △ 3

5 5 0

9 18 △ 9

1,191 1,166 25

転 院 223 254 △ 31

医 師 搬 送 0 0 0

資器材搬送 1 1 0

そ の 他 6 4 2

155.0 157.0 △ 2.0

5.1 5.2 △ 0.1

２　救急概況

区             分

出   動   件   数

搬   送   件   数

搬   送   人   員

火             災

自   然   災   害

水             難

交             通

労   働   災   害

運   動   競   技

一   般   負   傷

加             害

自   損   行   為

急             病

１ 月 平 均 出 動 件 数

１ 日 平 均 出 動 件 数

そ　

の　

他

出　

動　

件　

数　

内　

訳

1,191

264

120

21 9 13 5 2 0 5

230

-100

100

300

500

700

900

1,100

1,300

急
病

一
般
負
傷

交
通

労
働
災
害

自
損
行
為

運
動
競
技

加
害

水
難

自
然
災
害

火
災

そ
の
他
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  区 　    分   平成２９年  平成３０年  令和元年  令和２年  令和３年 

  出動件数  2,150 2,059 1,990 1,884 1,860

  搬送件数  2,035 1,937 1,881 1,769 1,772

  搬送人員  2,050 1,951 1,897 1,779 1,777

３　過去５年間の救急推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

件
数
及
び
人
員

 平成２９年  平成３０年  令和元年  令和２年 

件（人）

  出動件数  #REF!

#REF!

1,600

1,650

1,700

1,750

1,800

1,850

1,900

1,950

2,000

2,050

2,100

2,150

2,200

件
数
及
び
人
員

 平成２９年  平成３０年  令和元年  令和２年  令和３年 

件（人）

  出動件数  

  搬送件数  

  搬送人員  

－33－



0 0 0 117 20 13 257 5 7 1,136 222 1,777

男 0 0 0 54 18 9 92 2 2 551 113 841

女 0 0 0 63 2 4 165 3 5 585 109 936

新生児 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

乳幼児 0 0 0 3 0 0 19 0 0 64 3 89

少　年 0 0 0 10 0 13 8 0 0 35 2 68

成　人 0 0 0 62 13 0 28 2 6 335 63 509

高齢者 0 0 0 42 7 0 202 3 1 701 154 1,110

軽　症 0 0 0 91 7 11 125 3 2 561 29 829

中等症 0 0 0 22 9 2 95 2 4 407 121 662

重　症 0 0 0 4 4 0 32 0 1 132 72 245

死　亡 0 0 0 0 0 0 5 0 0 36 0 41

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,136

0

４　性別・年齢別・程度別搬送人員

搬送人員

       種別

区分

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

合

計

性
別

年
齢
別

程
度
別

新生児
0%

乳幼児
5%

少　年
4%

成　人
29%

高齢者
62%

年齢別搬送割合
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新生児 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

乳幼児 0 1 3 5 0 0 1 0 54 64

少　年 0 0 1 2 4 7 1 0 20 35

成　人 20 35 37 15 40 17 30 5 136 335

高齢者 64 73 74 95 9 13 38 15 320 701

合　計 84 109 115 117 53 37 70 20 531 1,136

５　急病における疾病分類別搬送人員

６　覚知種別出動件数

覚知別 出動件数

１ １ ９ 1,831

加 入 電 話 9

駆 け 付 け 3

緊急通報システム 0

そ の 他 17

合 計 1,860

   分類

区分

脳
疾
患

心
疾
患

消
化
系

呼
吸
系

精
神
系

感
覚
系

泌
尿
系

新
生
物

そ
の
他

合　

計

0

100

200

300

400

500

600

人

脳疾患 心疾患 消化系 呼吸系 精神系 感覚系 泌尿系 新生物 その他
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転院搬送

医師搬送

資機材等

そ の 他

７　月別救急出動件数

火　  災 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 1 1 5

自然災害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水　  難 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

交通事故 16 10 10 11 3 14 5 6 6 7 12 21 121

労働災害 4 0 4 3 1 3 0 2 1 1 1 0 20

運動競技 2 1 2 1 0 0 2 0 0 2 0 1 11

一般負傷 15 11 21 24 16 17 17 26 19 38 37 24 265

加  　害 2 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 4

自損行為 0 0 0 1 0 1 0 2 3 1 0 1 9

急　  病 115 81 94 68 101 87 107 119 105 97 106 115 1,195

18 21 24 25 17 15 19 19 11 20 16 17 222

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 2 0 1 0 0 0 0 1 0 1 6

合　  計 174 125 157 133 140 137 150 176 145 169 173 181 1,860

８  曜日別出動件数

曜日別 日 月 火 水 木 金 土 計

計 258 278 278 249 278 271 248 1,860 

　　　　　 月別

事故種別
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

そ
の
他

130

140

150

160

170

180

190

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
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0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2

3 1 1 6 20 17 15 14 19 17 4 4 121

0 1 0 2 5 5 4 2 1 0 0 0 20

0 0 0 0 3 5 1 2 0 0 0 0 11

5 6 8 20 30 33 26 39 30 32 21 15 265

1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 4

0 0 0 1 2 1 1 1 0 1 2 0 9

57 45 61 98 136 127 112 112 102 126 112 107 1,195

転院搬送 4 1 2 2 27 57 43 31 30 16 4 5 222

医師搬送 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資機材等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 1 1 0 1 0 0 1 2 0 0 0 0 6

71 56 72 130 225 245 203 205 183 193 144 133 1,860

９　時間別出動件数

火　　災

自然災害

水　　難

交　　通

労働災害

運動競技

一般負傷

加　　害

自損行為

急　　病

合　　計

１０　発生場所別搬送人員

急　　病 854 226 35 17 4 1,136

交　　通 0 5 0 111 1 117

一般負傷 172 51 4 24 6 257

そ の 他 11 235 19 2 0 267

計 1,037 517 58 154 11 1,777

       時間別
事故種別

0～1 2～3 4～5 6～7 8～9 10～11 12～13 14～15 16～17 18～19 20～21 22～23 計

そ
の
他

        発生場所

事故種別
住　宅

公衆出入
場所

仕事場 道　路 その他 計

0

50

100

150

200

250

300件数

0～
1

2～
3

4～
5

6～
7

8～
9

10
～
11

12
～
13

14
～
15

16
～
17

18
～
19

20
～
21

22
～
23

時間帯
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転院搬送

医師搬送

資機材等

そ の 他

１１　出動先別救急出動件数

火　　災 2 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 5

自然災害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水　　難 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2

交　　通 33 15 13 5 1 18 7 6 3 5 15 0 0 121

労働災害 9 4 1 1 0 2 1 0 0 1 1 0 0 20

運動競技 4 1 1 0 2 0 1 0 1 0 1 0 0 11

一般負傷 65 21 26 16 5 40 14 15 24 13 26 0 0 265

加　　害 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 4

自損行為 4 0 2 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 9

急　　病 267 100 124 70 26 186 91 36 100 77 118 0 0 1,195

104 14 34 6 0 11 12 0 10 5 26 0 0 222

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 6

合　　計 491 156 201 99 35 258 128 59 139 104 190 0 0 1,860

１２　過去５年間の高速道路救急活動推移

区 分 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

出 動 件 数 4 3 1 1 0
搬 送 件 数 4 2 1 1 0
不 搬 送 0 1 0 0 0

交　通 4 1 1 1 0
急　病 0 1 0 0 0
その他 0 1 0 0 0

計 4 3 1 1 0
死　亡 0 0 0 0 0
重　症 0 0 0 0 0
中等症 3 0 0 1 0
軽　症 1 1 1 0 0
その他 0 0 0 0 0

計 4 1 1 1 0

           地域名

事故種別

羽

犬

塚

校

区

筑

後

校

区

水

田

校

区

古

川

校

区

古

島

校

区

松

原

校

区

西

牟

田

校

区

下

妻

校

区

水

洗

校

区

二

川

校

区

筑

後

北

校

区

九
州
自
動
車
道

管

外

計

そ
の
他

出動件数
(事故種別)

搬送人員
(傷病程度別)
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対 象 人 員 1,136 117 259 265 1,777

止 血 4 2 14 5 25

固 定 12 51 31 15 109

人 工 呼 吸 31 0 4 0 35

胸骨圧迫 5 0 2 0 7

心 肺 蘇 生 29 0 3 0 32

気 道 確 保 13 0 4 0 17

気 管 挿 管 0 0 0 0 0

血 中 酸 素 1,125 117 254 266 1,762

酸 素 吸 入 242 7 17 76 342

心 電 図 997 59 153 229 1,438

血 圧 測 定 1,107 116 251 265 1,739

血 糖 測 定 11 0 0 0 11

聴 診 739 72 117 162 1,090

保 温 270 25 58 70 423

被 覆 6 4 16 8 34

除 細 動 5 0 0 0 5

静 脈 路 確 保 5 0 1 0 6

薬 剤 投 与 2 0 1 0 3

そ の 他 249 20 55 59 383

計 4,852 473 981 1,155 7,461

１３　救急隊員の行った応急処置件数

　　　　　　　 事故種別

応急処置

急 病 交 通 一般負傷 そ の 他 計
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計 11

3分以上 5分以上 10分以上
5分未満 10分未満 20分未満

4 87 874 218 8

1 13 76 29 1

2 20 198 44 0

3 32 225 21 4

10 152 1,373 312 13

10分以上 20分以上 30分以上 60分以上
20分未満 30分未満 60分未満 120分未満

0 207 591 330 6

0 41 42 33 1

0 61 132 64 0

0 50 109 105 3

0 359 874 532 10

１４　医療機関別搬送人員

管　　　　　　　　　内 管　　　　　　　　　外

7 883 361 515 1,777

１５　現場到着所要時間別出動件数

覚知から現場到着までに要した時間別出動件数

平均所要

時間（分）

急　　病 1,191 8.5

交　　通 120 8.1

一般負傷 264 7.9

そ の 他 285 7.5

計 1,860 8

1６　収容所要時間別搬送人員

救急出動から医療機関等に収容するのに要した時間別搬送人員数

急　　病 2 1,136

交　　通 0 117

一般負傷 0 257

そ の 他 0 267

計 2 1,777

区　
　

分

合
計一次 二次 一次 二次 三次

     所要時間

事故種別

3分未満 20分以上 合　　　計

     所要時間

事故種別

10分未満 120分以上 合　　　　計

－40－



警 防（救急救助）

救 助 統 計



出 動 件 数 0 10 1 0 3 3 0 0 3 20

救 助 活 動 件 数 0 5 1 0 2 3 0 0 3 14

救 助 人 員 0 6 0 0 2 3 0 0 3 14

区　　　分

救 助 出 動 件 数

救 助 活 動 件 数

救 助 人 員

１　救 助 概 要

（１）救助出動状況

　令和３年中の出動件数は２０件で、そのうち救助活動件数は１４件でした。
　これを前年と比較すると、出動件数は３件減少し、救助活動件数は２件減少となっ
ています。また、救助人員は２人減少となっています。
　事故種別ごとの救助出動状況をみると、交通事故１０件、水難事故１件、機械事故
３件、建物事故３件、その他３件となっています。

２　救 助 概 況（前年比） 　　　△＝減

出 動 件 数 20 23 △ 3

救 助 活 動 件 数 14 16 △ 2

救 助 人 員 14 16 △ 2

３　事故種別出動状況

４　過去５年間の救助推移

平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

20 20 21 23 20

7 17 19 16 14

10 20 25 16 14

　　　　　　　　　　　 年
 区分 令 和 ３ 年 令 和 ２ 年 前 年 比

          事故種別

件数及び人員

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

機

械

事

故

建

物

事

故

ガ
ス
・
酸
欠
事
故

爆

発

事

故

そ

の

他

合

計

－41－



0 1 1 0 0 1 0 0 0 3

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 2 0 0 1 0 0 0 0 3

0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

0 1 0 0 0 0 0 0 1 2

0 3 0 0 0 0 0 0 0 3

0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

0 2 0 0 1 1 0 0 1 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 10 1 0 3 3 0 0 3 20

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

～～～～～～～～～～～～

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24

件　数 0 0 2 1 1 5 3 1 2 4 1 0 20

5　月別出動件数

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

         計

6　時間別出動件数

 　             事故種別

 月別

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

機

械

事

故

建

物

事

故

ガ

ス

酸

欠

事

故

爆

発

事

故

そ

の

他

合

計

時　

間

合　

計

－42－



10歳 20歳 30歳 40歳 50歳
～19歳 ～29歳 ～39歳 ～49歳 ～59歳

男 0 0 1 0 2 1 4 8

女 1 0 0 0 0 1 4 6

計 1 0 1 0 2 2 8 14

 5分 10分 15分 20分 30分
　～ 9分 ～14分 ～19分 ～29分 ～39分

火 災 0 0 0 0 0 0 0 0

交 通 事 故 1 1 0 1 1 1 0 15.8

水 難 事 故 0 0 0 0 0 0 1 48

自 然 災 害 0 0 0 0 0 0 0 ０

機 械 事 故 0 1 0 0 1 0 0 19

建 物 事 故 0 0 1 0 2 0 0 20

ガ ス 事 故 0 0 0 0 0 0 0 0

爆 発 事 故 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 1 0 2 0 0 0 0 10

計 2 2 3 1 4 1 1 22.6

7　性別・年齢別による救助人員

8   救出所要時間

 　　年齢

性別　　　

10歳未満 60歳以上 合　計

　      活動時間

事故種別

5分未満 40分以上
平均所要
時間
（分）

－43－



資
機
材
名

三
連
は
し
ご

空
気
式
救
助
マ
ッ
ト

救
命
索
発
射
銃

救
助
用
縛
帯

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
安
全
帯

マ
ン
ホ
ー
ル
救
助
器
具

マ
ッ
ト
型
空
気
ジ
ャ
ッ
キ

可
搬
式
ウ
イ
ン
チ

電
動
油
圧
救
助
器
具

大
型
油
圧
テ
レ
ス
コ
ピ
ッ
ク
ラ
ム

大
型
油
圧
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー

大
型
油
圧
カ
ッ
タ
ー

エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

鉄
線
カ
ッ
タ
ー

エ
ア
ー
ソ
ー

万
能
斧

ハ
ン
マ
ー

レ
シ
プ
ロ
ソ
ー

数2 1 1 3 8 1 1 1 1 2 1 1 2 2 3 1 5 5 1

資
機
材
名

自
己
救
命
脱
出
器
（
小
型
携
帯
空
気
呼
吸
器
）

可
燃
性
ガ
ス
測
定
器

空
気
呼
吸
器

空
気
補
充
用
ボ
ン
ベ

空
気
ボ
ン
ベ
（
潜
水
活
動
用
ボ
ン
ベ
）

空
気
ボ
ン
ベ
（
軽
量
ボ
ン
ベ
）

空
気
ボ
ン
ベ
（
ス
チ
ー
ル
製
ボ
ン
ベ
）

送
風
機

酸
素
溶
断
機
（
Ｏ
Ｚ
）

ス
ロ
ー
バ
ッ
グ

帯
電
衣
一
式

防
護
マ
ス
ク

防
塵
マ
ス
ク

簡
易
型
防
護
服

陽
圧
式
化
学
防
護
服

耐
熱
服

放
射
線
防
護
服

か
ぎ
付
き
は
し
ご

数2 2 17 1 13 36 10 1 1 3 8 3 50 10 3 2 2 3

資
機
材
名

携
帯
用
小
型
熱
画
像
装
置

携
帯
警
報
器

エ
ア
テ
ン
ト

救
命
胴
衣

救
命
浮
環

救
命
ボ
ー
ト

潜
水
器
具

バ
ス
ケ
ッ
ト
型
タ
ン
カ

可
搬
式
投
光
器

携
帯
投
光
器

携
帯
拡
声
器

携
帯
無
線
機

携
帯
電
話

緩
降
機
（
ス
ロ
ー
ダ
ン
）

小
型
業
務
用
無
線
機
（
イ
ン
コ
ア
）

γ
線
及
び
エ
ッ
ク
ス
線
用
線
量
計

γ
線
用
小
型
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計

ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｓ
（
武
蔵
）

数1 23 2 38 18 2 8 3 3 4 6 28 7 2 9 1 5 1

９　救助資機材保有状況 （Ｒ４．３．３１現在）
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予 防（予 防）



屋 内 貯 蔵 所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

小 計 （ Ｂ ）

（ 17 ） （ ）（ 1 ） （ 16 )

第一種販売取扱所

第二種販売取扱所

移 送 取 扱 所

一 般 取 扱 所

（ 17 ） （ 0 ）（ 1 ） （ 16 ）

（ 17 ） （ 0 ）（ 1 ） （ 16 ）

１　危険物施設現況調 Ｒ４.３．３１現在

令 和 ３ 年 度

増 減 施 設 数

製 造 所 （ Ａ ） 0 0

21 1 1 21

16 16

2 2

38 38

0 0

3 3

0 0

80 1 1 80

33 1 32

32 32

65 0 1 64

145 1 2 144

事 業 所 数 73

　　　備　考　：　（　）内は自家用給油取扱所【内数】

ー45ー

製 造 所 等 の 別 前年度末の施設数

給油取扱所

小 計 （ Ｃ ）

合 計 （ Ａ ） ～ （ Ｃ ）

貯

蔵

所

取

扱

所



屋 内 貯 蔵 所 21 6 7 6 2

屋外タンク貯蔵所 16 4 6 5 1

屋内タンク貯蔵所 2 2

地下タンク貯蔵所 38 11 7 18 2

簡易タンク貯蔵所 0  

移動タンク貯蔵所 3 3

屋 外 貯 蔵 所 0

小 計 （ Ｂ ） 80 26 20 29 5 0 0 0

第一種販売取扱所 0

第二種販売取扱所 0

移 送 取 扱 所 0

一 般 取 扱 所 32 10 6 12 4

２　危険物施設指定数量の倍数調 Ｒ４.３．３１現在

製 造 所 （ Ａ ）

　　　備　考　：　貯蔵所、取扱所の区分は政令の区分によるもの。

ー46ー

製 造 所 等 の 別 施設数

５ 倍

以 下

５ 倍

超 え

１０倍

以 下

１０倍

超 え

５０倍

以 下

５０倍

超 え

100 倍

以 下

100 倍

超 え

150 倍

以 下

150 倍

超 え

200 倍

以 下

200 倍

超 え

1000倍

以 下

給 油 取 扱 所 32 2 3 12 4 1 5 5

小 計 （ Ｃ ） 64 12 9 24 8 1 5 5

合計（Ａ）～（Ｃ） 144 38 29 53 13 1 5 5

貯

蔵

所

取

扱

所



一類 二 類 三 類 四 類 五 類 六 類

屋 内 貯 蔵 所 21 1 20

屋外タンク貯蔵所 16 16

屋内タンク貯蔵所 2 2

地下タンク貯蔵所 38 38

簡易タンク貯蔵所 0

移動タンク貯蔵所 3 3

屋 外 貯 蔵 所 0

小 計 （ Ｂ ） 80 0 0 1 79 0 0 0

第一種販売取扱所 0

第二種販売取扱所 0

移 送 取 扱 所 0

一 般 取 扱 所 32 30 2

３　危険物施設類別調 Ｒ４.３．３１現在

単独危険物

製 造 所 （ Ａ ）

事 業 所 数 73

ー47ー

製 造 所 等 の 別 施設数 混在

給 油 取 扱 所 32 32

小 計 （ Ｃ ） 64 0 0 0 62 0 0 2

合 計 （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） 144 0 0 1 141 0 0 2

貯

蔵

所

取

扱

所



月 別

0

6 6 12

3 6 9

2 2

12 21 33

0

3 3

0

0 0 0 23 0 0 0 0 0 0 0 36 59

0

0

0

14 10 24

４　危険物施設立入検査実施状況調 Ｒ３．４．１～　Ｒ４．３．３１

製造所等の別

製 造 所 （ Ａ ）

屋 内 貯 蔵 所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

小 計 （ Ｂ ）

第一種販売取扱所

第二種販売取扱所

移 送 取 扱 所

一 般 取 扱 所

ー48ー

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

給 油 取 扱 所 11 14 25

小 計 （ Ｃ ） 0 0 0 25 0 0 0 0 0 0 0 24 49

合計（Ａ）～（Ｃ） 0 0 0 48 0 0 0 0 0 0 0 60 108

貯

蔵

所

取

扱

所



件数 手数料 件数 手数料 件数 手数料 件数 手数料 件数 手数料 件数 手数料 件数 手数料

0 0

1 13,000 1 13,000

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 1 13,000 0 0 0 0 0 0 0 0 1 13,000

2 52,000 2 26,000 2 10,800 6 88,800

0 0

0 0

0 0

1 26,000 2 52,000 2 26,000 2 10,800 7 114,800

0 0 1 26,000 4 104,000 4 52,000 4 21,600 0 0 13 203,600

0 0 2 39,000 4 104,000 4 52,000 4 21,600 0 0 14 216,600

0

1 6,000

15 222,600

製造所等の別は政令による。　　手数料単位＝（円） Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１

設置許可 完成検査 変更許可 変更完成検査 仮使用承認 完成検査前検査 合計

製　　造　　所

屋内貯蔵所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

屋外貯蔵所

小　　計

給油取扱所

第一種販売取扱所

第二種販売取扱所

移送取扱所

一般取扱所

小　　計

製造所等合計

仮貯蔵・仮取扱 単価＝５，４００円

水圧・水張検査 水張検査：容量１０，０００ℓ以下＝６，０００円×１件　水張検査：容量１０，０００ℓを超えるもの＝１１，０００円×０件

危　険　物　関　係　手　数　料　総　合　計

５　危険物関係手数料状況調

　　　　　　　   区　分
製造所の別

取　

扱　

所

-
4
9
-

貯　

蔵　

所
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予 防（指 導）



4月 5 5

５月 5 5

6月 3 2 5

7月 4 2 6

8月 4 4

9月 3 3

10月 6 1 7

11月 2 1 3

12月 8 2 10

1月 1 2 3

2月 5 2 7

3月 7 2 9

計 53 14 0 0 0 0 0 67

１　建築同意事務の月別取扱件数調
（R3．4．1～R4．3．31）

― 50 ―

月 新築 増築 改築 増改築 移転 模様替え用途変更 計



令
別
表

新 築 増 築 改 築 増改築 移 転
模 様
替 え

用途
変更

計

イ 劇場・映画館等 0

ロ 公会堂・集会場 0

イ キ ャ バ レ ー 等 0

ロ 遊 技 場 等 0

ハ 風 俗 営 業 等 0

二 カラオケボックス等 0

イ 待合・料理店等 0

ロ 飲 食 店 0

4 2 2

イ 旅館・ホテル等 0

ロ 共 同 住 宅 等 14 14

イ 病 院 等 1 1

ロ 老人短期入所施設 1 1

ハ 老人デイサービス等 3 3

二 幼 稚 園 等 0

7 2 2

8 0

イ 特 殊 浴 場 等 0

ロ 一 般 公 衆 浴 場 0

10 0

11 1 1

イ 工 場 ・ 作 業 場 4 4 8

ロ 映画スタジオ等 0

イ 自 動 車 車 庫 等 1 1

ロ 飛 行 機 格 納 庫 0

14 2 2 4

15 6 2 8

イ 特 定 複 合 用 途 0

ロ 他 の 複 合 用 途 0

１６の２ 0

１６の３ 0

17 0

18 0

19 0

20 0

15 15

0

5 1 6

1 1

53 14 0 0 0 0 0 67

２　建築同意事務の用途別取扱件数

（R3．4．1～R4．3．31）

用途

百 貨 店 等

学 校 等

図 書 館 ・ 博 物 館 等

車 両 の 停 車 場 等

神 社 ・ 寺 院 等

倉 庫

そ の 他 の 事 業 所

地 下 街

準 地 下 街

重 要 文 化 財

５０ｍ以上のアーケード

指 定 山 林

省 令 で 定 め る 舟 車

専 用 住 宅

併 用 住 宅

収 納 舎 ・ 物 置

そ の 他 の 工 作 物

計

― 51 ―

1

2

3

5

6

9

12

13

16

そ
の
他



令
別
表

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

イ 劇場・映画館等 0

ロ 公会堂・集会場 0

イ キ ャ バ レ ー 等 0

ロ 遊 技 場 等 0

ハ 風 俗 営 業 等 0

二 カラオケボックス等 0

イ 待合・料理店等 0

ロ 飲 食 店 0

4 2 2

イ 旅館・ホテル等 0

ロ 共 同 住 宅 等 4 1 1 2 3 1 1 1 14

イ 病 院 等 1 1

ロ 老人短期入所施設 1 1

ハ 老人デイサービス等 1 1 1 3

二 幼 稚 園 等 0

7 1 1 2

8 0

イ 特 殊 浴 場 等 0

ロ 一 般 公 衆 浴 場 0

10 0

11 1 1

イ 工 場 ・ 作 業 場 1 1 1 1 1 1 1 1 8

ロ 映画スタジオ等 0

イ 自 動 車 車 庫 等 1 1

ロ 飛 行 機 格 納 庫 0

14 1 1 2 4

15 1 1 1 2 1 1 1 8

イ 特 定 複 合 用 途 0

ロ 他 の 複 合 用 途 0

１６の２ 0

１６の３ 0

17 0

18 0

19 0

20 0

1 2 1 1 1 2 2 5 15

0

1 1 1 1 1 1 6

1 1

5 5 5 6 4 3 7 3 10 3 7 9 67

３　消防法第７条に基づく建築同意状況調

（R3．4．1～R4．3．31）

用途

百 貨 店 等

学 校 等

図 書 館 ・ 博 物 館 等

車 両 の 停 車 場 等

神 社 ・ 寺 院 等

倉 庫

そ の 他 の 事 業 所

地 下 街

準 地 下 街

重 要 文 化 財

５０ｍ以上のアーケード

指 定 山 林

省 令 で 定 め る 舟 車

専 用 住 宅

併 用 住 宅

収 納 舎 ・ 物 置

そ の 他 の 工 作 物

計
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1

2

3

5

6

9

12

13

16

そ
の
他



増 減

イ 3 3

ロ 15 1 16

イ 1 1

ロ 5 1 4

二 1 1 0

イ 3 3

ロ 43 4 39

4 79 1 80

イ 12 3 9

ロ 138 75 213

イ 48 4 52

ロ 32 3 29

ハ 52 4 56

二 8 3 5

7 62 1 61

8 1 1

イ 0 0

ロ 2 2

10 2 2

11 17 2 19

12 イ 324 17 307

13 イ 5 4 1

14 177 177

15 131 4 135

イ 37 6 31

ロ 20 20

17 2 2

1,220 91 43 1,268

４　防火対象物現況調

（ R4 ． 3 ． 31 現 在 ）

R3 年 度

劇 場 ・ 映 画 館 ・ 演 劇 場 等

公 会 堂 ・ 集 会 場

キ ャ バ レ ー ・ ナ イ ト ク ラ ブ の 類

遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

待 合 料 理 店 等

飲 食 店

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 等

旅 館 ・ ホ テ ル 等

寄 宿 舎 ・ 下 宿 ・ 共 同 住 宅

病 院 ・ 診 療 所

老 人 短 期 入 所 施 設 等

老 人 デ イ サ ー ビ ス 等

幼 稚 園 ・ 養 護 学 校

小 ・ 中 学 校 ・ 高 校 ・ 大 学

図 書 館 ・ 博 物 館 等

特 殊 浴 場 等

一 般 公 衆 浴 場

車 両 の 停 車 場

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会

工 場 ・ 作 業 場

自 動 車 車 庫

倉 庫

各 号 に 該 当 し な い 事 業 所

特定対象物が存する複合用途対象物

上 記 以 外 の 複 合 用 途 対 象 物

重 要 文 化 財 等 の 建 築 物

計
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５　消防法及び火災予防条例等に基づく各種届出状況調

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 計

防火対象物使用開始届 2 5 5 2 2 2 4 3 6 3 2 7 43

防火管理者選（解）任届 17 4 6 2 8 6 4 7 6 2 5 3 70

消 防 計 画 書 届 19 5 8 1 8 8 7 8 7 2 7 3 83

炉、かまど、ボイラー等
設 置 届

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 5

発 電 設 備 等 設 置 届 2 2 2 0 0 3 5 0 1 0 2 3 20

ネ オ ン 管 等 設 置 届 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

露 店 等 開 設 届 0 0 0 0 1 2 2 0 3 1 1 0 10

消防用設備等着工届 4 6 1 4 3 3 6 1 4 2 3 4 41

消防用設備等設置届 5 3 6 3 1 5 7 6 4 4 10 8 62

消防用設備等点検結果
報 告 書

25 48 48 58 24 39 41 35 77 22 22 47 486

計 74 73 76 70 47 68 76 61 109 37 53 76 820

（R3．4．1～R4．3．31）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月1月 2月 3月 計

消 火 器 具 2 1 1 3 2 5 1 2 1 3 21

屋 内 消 火 栓 1 1 2

屋 外 消 火 栓 1 1 2

ス プ リ ン ク ラ ー 0

非 常 警 報 設 備 1 1 1 3

自動火災報知設備 2 2 2 1 1 2 1 5 1 3 1 3 24

火 災 通 報 装 置 0

避 難 器 具 設 備 3 1 2 6

誘 導 灯 設 備 1 2 1 1 1 3 1 2 1 2 15

0

0

2 5 6 3 1 9 6 15 3 7 4 12 73

６　消防用設備等着工届に基づく完成検査済証交付件数調

(R3．4．1～R4．3．31）

連 結 送 水 管

非 常 コ ン セ ン ト

計
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令
別
表

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

イ 劇場・映画館等 0

ロ 公会堂・集会場 0

イ キ ャ バ レ ー 等 0

ロ 遊 技 場 等 2 2

二 カラオケボックス等 0

イ 待合・料理店等 2 2

ロ 飲 食 店 14 3 17

4 25 12 37

イ 旅館・ホテル等 3 3

ロ 共 同 住 宅 等 0

イ 病 院 等 0

ロ 老人短期入所施設 0

ハ 老人デイサービス等 0

二 幼 稚 園 等 0

7 17 17

8 0

イ 特 殊 浴 場 等 0

ロ 一 般 公 衆 浴 場 0

10 0

11 0

12 イ 工 場 ・ 作 業 場 6 6

13 イ 自 動 車 車 庫 等 0

14 16 1 17

15 0

イ 特 定 複 合 用 途 1 1

ロ 他 の 複 合 用 途 0

17 0

0

0 0 0 0 42 0 0 44 16 0 0 0 102

７　防火対象物立入検査実施状況調
（R3．4．1～R4．3．31）

百 貨 店 等

学 校 等

図 書 館 ・ 博 物 館 等

車 両 の 停 車 場 等

神 社 ・ 寺 院 等

倉 庫

そ の 他 の 事 業 所

重 要 文 化 財

住 宅 防 火 診 断

計
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9

16

月
用途



１ 火災概要

（１）出火件数

令和３年中における筑後市管内での出火件数は１４件で、前年より２件の増

加となっています。火災種別ごとに見ると建物火災は９件で、前年より４件の

増加となり、車両火災は 1件で前年同様で、その他火災は４件で前年より２件

減少しています。

なお、建物火災程度別焼損棟数に見ると、建物焼損棟数１１棟(全焼２棟、

部分焼６棟、ぼや３棟)となっています。

（２）火災損害状況

建物火災による建物焼損床面積は６１７㎡で、前年の１８２㎡より４３５㎡

の増加、建物焼損表面積は６㎡で、前年の６０㎡より５４㎡の減少となってい

ます。り災世帯数等については７世帯、り災人員は１９人で、火災による死傷

者数は、死者・負傷者共に０人となっています。

また、火災による損害額は５４，３４５千円となっており、前年の８，７４

６千円より４５，５９９千円増加し、火災種別ごとの損害額にあっては建物火

災が５４，２２０千円、その他火災が２５千円、車両火災が１００千円となっ

ています。

（３）出火原因

出火原因は、「電気機器」４件、「火入れ」２件、「たばこ」１件、「焼却炉」

１件、「排気管」１件、「内燃機関」１件、「配線機具」１件、「マッチ・ライタ

ー」１件、「灯火」１件、「その他」１件となっています。
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予 防（指 導）

火 災 統 計



２　火災概況 △＝減

単位 令和３年（Ａ） 令和２ 年（Ｂ） 増減（Ａ）－（Ｂ）

建物火災 件 9 5 4

林野火災 件 0 0 0

車両火災 件 1 1 0

航空機火災 件 0 0 0

船舶火災 件 0 0 0

その他火災 件 4 6 △ 2

小　計 件 14 12 2

建物火災 千円 54,220 8,286 45,934

林野火災 千円 0 0 0

車両火災 千円 100 200 △ 100

航空機火災 千円 0 0 0

船舶火災 千円 0 0 0

その他火災 千円 25 260 △ 235

小　計 千円 54,345 8,746 45,599

㎡ 617 182 435

㎡ 6 60 △ 54

全　焼 棟 2 3 △ 1

半　焼 棟 0 0 0

部分焼 棟 6 2 4

ぼ　や 棟 3 3 0

小　計 棟 11 8 3

全　損 世帯 1 1 0

半　損 世帯 0 0 0

小　損 世帯 6 3 3

小　計 世帯 7 4 3

人 19 15 4

人 0 1 △ 1

人 0 2 △ 2

円 1,103 177 926

円 2,679 435 2,244

千円 3,882 729 3,153

損害額 千円 6,038 1,657 4,381

建物焼失面積 ㎡ 69 36 33

焼損棟数 棟 1.2 1.6 △ 0.4

り災世帯数 世帯 0.7 0.8 △ 0.1

り災人員数 人 1.7 3.0 △ 1.3

件 1.8 1.0 0.8

人 49,280 49,514 △ 234

世帯 20,285 20,121 164

※人口及び世帯数は令和３年１２月３１日現在の住基人口です。
※出火率は人口１万人当たりの出火件数です。

区       分

建物焼損床面積

建物焼損表面積

り災人員数

死者数

負傷者数

市民１人当りの損害額

市民１世帯当たりの損害額

火災１件当りの損害額

出火率

筑後市の人口

筑後市の世帯数
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種
別
損
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

建 物 0 0 1 1 0 0 4 1 0 1 1 0 9

林 野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車 両 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

航 空 機 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

船 舶 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 0 4

小 計 0 0 1 1 0 2 5 1 1 1 2 0 14

全 焼 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2

半 焼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

部 分 焼 0 0 1 0 0 0 1 2 0 1 1 0 6

ぼ や 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3

小 計 0 0 1 1 0 0 4 3 0 1 1 0 11

建 物 床
面 積 ㎡

0 0 0 360 0 0 0 192 0 5 60 0 617

建 物 表
面 積 ㎡

0 0 4 0 0 0 2 0 0 0 0 0 6

林 野 ㎡ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車 両 台 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

その他㎡ 0 0 0 0 0 6,500 0 0 0 0 200 0 6,700

男 性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

女 性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

男 性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

女 性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全 損 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

半 損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 損 0 0 0 0 0 0 2 2 0 1 1 0 6

小 計 0 0 0 0 0 0 2 3 0 1 1 0 7

0 0 0 0 0 0 5 6 0 4 4 0 19

建 物 0 0 956 38,788 0 0 190 3,605 0 576 10,105 0 54,220

林 野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車 両 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

航 空 機 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

船 舶 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 0 25

小 計 0 0 956 38,788 0 0 290 3,605 25 576 10,105 0 54,345

３　火災統計総括表

月別

区分

り災人員
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

住 宅 0 0 0 0 0 0 2 3 0 1 0 0 6

劇 場 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

集 会 場 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

キ ャ バ レ ー 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

遊 技 場 等 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

料 理 店 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

飲 食 店 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

百 貨 店 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

旅 館 ・ ホ テ ル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

共 同 住 宅 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

病 院 ・ 診 療 所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社 会 福 祉 施 設 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

幼 稚 園 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

学 校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

図 書 館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特 殊 浴 場 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

公 衆 浴 場 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

停 車 場 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

神 社 ・ 寺 院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

工 場 ・ 作 業 場 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

ス タ ジ オ 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車 庫 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特 殊 格 納 庫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

倉 庫 ・ 納 屋 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

事 務 所 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

複合用途（特定） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
複合用途（非特定） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

地 下 街 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

準 地 下 街 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

文 化 財 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ア ー ケ ー ド 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

農 林 水 産 業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

鉱 工 業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

商 業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

公 益 事 業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

サ ー ビ ス 業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教 育 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

公 務 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 の 産 業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 0 4 3 0 1 1 0 11

４　建物用途別火災焼損棟数

月別

区分

合 計
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５  出火原因

月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合

区分 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

た ば こ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

こ ん ろ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

か ま ど 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

風 呂 か ま ど 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

炉 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

焼 却 炉 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

ス ト ー ブ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

こ た つ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ボ イ ラ ー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

煙 突 ・ 煙 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

排 気 管 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

電 気 機 器 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 4

電 気 装 置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

電灯・電話等の配線 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

内 燃 機 関 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

配 線 機 具 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

火 あ そ び 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

マッチ・ライター 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

た き 火 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

溶 接 機 ・ 溶 断 機 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

灯 火 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

衝 突 の 火 花 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

取 灰 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

火 入 れ 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

ロ ー ソ ク 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

落 雷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

摩 擦 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放 火 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放 火 の 疑 い 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

不 明 ・ 調 査 中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 0 0 1 1 0 2 5 1 1 1 2 0 14

月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合

区分 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

全 焼 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2

半 焼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

部 分 焼 0 0 1 0 0 0 1 2 0 1 1 0 6

ぼ や 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3

合 計 0 0 1 1 0 0 4 3 0 1 1 0 11

６  建物火災焼損程度調
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７  気象別火災発生件数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

快 晴 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
晴 0 0 1 1 0 2 2 0 1 0 1 0 8
曇 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3
雨 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 2
雪 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
霧 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 1 0 2 5 1 1 1 2 0 14

無 風 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

東 南 東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
南 東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
南 南 東 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

南 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
南 南 西 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
南 西 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
西 南 西 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2

西 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
西 北 西 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
北 西 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
北 北 西 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
北 北 東 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2
北 東 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2
東 北 東 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 2 5 1 1 1 2 0 14
なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

０ ～ １ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
１ ～ ２ 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2
２ ～ ３ 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 0 4
３ ～ ４ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４ ～ ５ 0 0 0 1 0 0 2 1 0 0 0 0 4
５ ～ ６ 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 3
６ ～ ７ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
７ ～ ８ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
８ 以 上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 2 5 1 1 1 2 0 14
40 未 満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
40 ～ 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
50 ～ 60 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2
60 ～ 70 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 3
70 ～ 80 0 0 1 0 0 0 3 0 1 0 2 0 7
80 ～ 90 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
90 以 上 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 2 5 1 1 1 2 0 14

月別
区分

小   計

小   計

小   計

小   計
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月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合

日別 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

2 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 3

14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

18 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2

23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合     計 0 0 1 1 0 2 5 1 1 1 2 0 14

月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合

区分 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

火 災 専 用 電 話 0 0 0 1 0 2 3 1 0 1 1 0 9

加 入 電 話 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

駆 け 付 け 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 後 聞 知 0 0 1 0 0 0 2 0 1 0 0 0 4

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 0 0 1 1 0 2 5 1 1 1 2 0 14

８  月別日別火災発生件数

９  覚知別月別火災発生件数
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１０  時間別火災発生件数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

0 ～ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 ～ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 ～ 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

3 ～ 4 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

4 ～ 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 ～ 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 ～ 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 ～ 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 ～ 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 ～ 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 ～ 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 ～ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

12 ～ 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 ～ 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 ～ 15 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2

15 ～ 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 ～ 17 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

17 ～ 18 0 0 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 4

18 ～ 19 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2

19 ～ 20 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

20 ～ 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 ～ 22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 ～ 23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 ～ 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 0 2 5 1 1 1 2 0 14

月別

区分

不　　明

合       計
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１１  月別出動人員・出動車両数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

0 0 1 1 0 2 5 1 1 1 2 0 14

建物 0 0 3 45 0 0 25 24 0 16 14 0 127

林野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車両 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 8

その他 0 0 0 0 0 20 0 0 3 0 11 0 34

合計 0 0 3 45 0 20 33 24 3 16 25 0 169

建物 0 0 0 190 0 0 61 121 0 79 106 0 557

林野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車両 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 19 0 0 0 0 14 0 33

合計 0 0 0 190 0 19 61 121 0 79 120 0 590

建物 0 0 1 4 0 0 8 8 0 5 5 0 31

林野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車両 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3

その他 0 0 0 0 0 8 0 0 1 0 4 0 13

合計 0 0 1 4 0 8 11 8 1 5 9 0 47

建物 0 0 0 6 0 0 10 13 0 13 13 0 55

林野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車両 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 2 0 5

合計 0 0 0 6 0 3 10 13 0 13 15 0 60

月別

区分

火  災  件  数
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曜日

月別

１月 0 0 0 0 0 0 0 0

２月 0 0 0 0 0 0 0 0

３月 0 1 0 0 0 0 0 1

４月 0 0 1 0 0 0 0 1

５月 0 0 0 0 0 0 0 0

６月 0 0 1 1 0 0 0 2

７月 1 0 1 0 1 1 1 5

８月 0 0 0 0 0 1 0 1

９月 1 0 0 0 0 0 0 1

１０月 0 0 0 0 1 0 0 1

１１月 0 1 0 0 0 1 0 2

１２月 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 2 2 3 1 2 3 1 14

１２　月別曜日別火災発生件数　
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日 月 火 水 木 金 土 合計
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曜日別火災発生件数



１３　年別火災発生件数

建物火災 7 15 4 5 9

林野火災 0 0 0 0 0

車両火災 2 2 0 1 1

その他火災 10 3 3 6 4

小　計 19 20 7 12 14

建物火災 4,384 37,680 4,017 8,286 54,220

林野火災 0 0 0 0 0 

車両火災 3,880 418 0 200 100

その他火災 8,264 60 93 260 25 

小　計 16,528 38,158 4,110 8,746 54,345

7 19 4 9 11

5 5 0 6 7

9 20 0 16 19

30 1,387 118 182 617

3 187 30 60 6

603 203 2280 1416 6700

2 2 0 1 1

0 0 0 1 0

1 7 0 2 0

年別

区分

建物焼損棟数

り災世帯数

り災人員数

建物焼損床面積㎡

建物焼損表面積㎡

その他焼損面積㎡

車両焼損台数

死　　者　　数

負　傷　者　数
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平成２９年 平成３０年 平成3１年 令和２年 令和３年

出
　
火
　
件
　
数

火
災
損
害
額

（
千
円

）



区　分
松　

原

水　

洗

水　

田

羽
犬
塚

筑
後
北

筑　

後

下　

妻

二　

川

古　

島

古　

川

西
牟
田

合　

計

建　物 0 1 0 4 1 1 0 0 0 0 2 9

車　両 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 4

合　計 0 2 0 4 1 1 0 0 3 0 3 14

１４  校区別火災発生件数
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